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研究成果の概要（和文）：本研究では、持続可能性課題の協働解決にあたって行政部門、専門分野、政府と非政
府アクター、研究者と様々なステークホルダーの垣根や境界を跨ぐような実践を「越境的実践」としてとらえ、
越境的実践（バウンダリースパニング）による協働解決を図るためにどのような社会的仕組み―ガバナンス―が
ありうるのかについて、フィールドでの研究と実践から検討を行った。主な事例研究として日本の災害対応に見
るコーディネーターの役割、インドネシア農村ガバナンスにおける文脈依存的な越境性、中国貴州省ミャオ族の
文化の継承に見る橋渡し人の役割、中国の環境汚染問題をめぐるフィールドワークに見る越境的協働実践のダイ
ナミズムを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research proposes a novel perspective known as“boundary spanning 
practice”for sustainability studies based on field research and practice. This viewpoint aims to 
encompass various boundaries between administrative sectors, academic disciplines, government and 
nongovernmental actors, and researchers and other stakeholders in the pursuit of collaborative 
solutions and governance-building for sustainability challenges. This research argues that 
governance in the context of collaborative solutions to sustainability challenges can be defined as 
the“reflective process to realize a creative and emergent way of governance in bringing various 
types of knowledge into try-and-error practices, while stakeholders who participate in task solution
 shares a common vision of their collaboration.”Moreover, it also asserts that a researcher who 
conducts action research can play a significant role in developing such a method of governance as a 
stakeholder.

研究分野： 環境学（ガバナンス論）、地域研究（中国）

キーワード： 持続可能性課題　越境的実践　バウンダリースパニング　バウンダリースパナー　越境的協働　協働実
践　協働現場　共創
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研究成果の学術的意義や社会的意義
持続可能性課題の協働解決のような複雑で不確実な状況下での試行錯誤によるプロセスは、これまで個別事例の
経験として語られることはあっても、共通の言語と概念によってあまり可視されてこなかった「暗黙知」の領域
であるが、本研究はそこに「越境的実践」（バウンダリースパニング）という切り口から光を当てることができ
た。また本研究で明らかにした越境的実践のメカニズムは、協働解決の現場で実践のあり方に迷いや行き詰まり
を感じている人びと、解決の現場に向かう際に周囲の不理解や抵抗にあって打開策を探っている人びと、さらに
はこれから協働解決の現場に飛び込もうとしている人びとにとって実践的な指針やヒントとなる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
日本及び近隣諸国を中心とするアジア地域では、経済発展に伴う大気・水・土壌等の環境汚染

による健康影響や環境資源利用をめぐる対立、地殻変動や気候変動に伴い頻発する災害への対
応、都市化の進行に伴う地域間格差の拡大等、環境・経済・社会の持続可能性をめぐる様々な課
題に直面している。 
 持続可能性課題をめぐっては、2015 年に国連にて 17 の目標と 169 のターゲットからなる持
続可能な開発目標（SDGs）が決定され、各国、各地域、さらには様々な企業や教育機関が SDGs
の達成に向けた取り組みを模索している。しかしながら SDGs の取り組みは貧困、資源、環境、
ジェンダーなど多岐の領域にわたり、しかも SDGs の各指標が相互に複雑な関連性を持ってい
る（Dodds & Bartram 2016）。そのため、政府行政部門及び学術的専門分野で確立されてきた
機能別専門組織によるセクター毎の対応では限界があり、行政・専門分野を越えた政策立案と政
策研究が求められている。また近年では地域社会から地球規模に至る多層な環境問題への解決
に向けた国際共同研究においては、研究者コミュニティだけでなく、行政・政策担当者、産業界、
メディア、市民グループ等、社会の多様なステークホルダーとともに問題意識を共有しながら、
研究の立案段階から成果の普及に至る協働― 超学際的研究（transdisciplinary research）―が
必要であることが認識されつつある（Future Earth website）。 
 このように持続可能性課題の協働解決にあたって、行政部門、専門分野、政府と非政府アクタ
ー、研究者と様々なステークホルダーの垣根や境界をまたぐような実践―越境的実践（cross 
boundary practice）―が重要であることが近年の政策研究で認識されつつあるものの、具体的
な課題解決が求められている現場では、各々の地域・事例の文脈（context）に応じた解決策を
探るしかなく、簡単に実現できるものではない。最近のサステイナビリティ・サイエンスに関す
る超学際的研究の文献サーベイにおいても、研究論文は増えつつある一方、共通の概念や枠組み
がないこと、対象となるステークホルダーが実際にエンパワーメントされた例はごく少数であ
ることが指摘されている（Torfing, et al. 2012）。そこで課題解決が模索されているフィールド
において、越境的実践による協働解決を促すような社会的仕組み―ガバナンスが重要な研究課
題となる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は環境・経済・社会の各領域に跨がる持続可能性に係る諸課題の解決が模索されている

アジア各国各地域の現場において、各行政部門の間、異なる専門分野の間、研究者と様々なステ
ークホルダーの間の垣根や境界を越えた実践―越境的実践―の役割に着目し、越境的実践によ
る協働解決を機能させるための社会的仕組み―ガバナンス―のあり方について、要因、方法、主
体の 3 つの観点から明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
 第一に、ガバナンスの分析にあたって、欧州の公共政策研究で展開されている「インタラクテ
ィブ・ガバナンス論」を参照軸としながら、これをアジアの事例研究に応用した。インタラクテ
ィブ・ガバナンス論とは、政府と市民、公式制度と非公式制度、政策と実践など様々な境界
（boundary）をどう乗り越えて協働するかという点から問題解決を図るガバナンスの理論的枠
組みである（Torfing, et al. 2012）。 
第二に、インタラクティブ・ガバナンス論の中で「バウンダリー・スパニング」（boundary 

spanning）と言われる「越境的実践」に注目した。行政部門、専門分野、政府と非政府アクター、
研究者と様々なステークホルダーの垣根や境界を越えた取り組みについては、超学際的研究で
重視されつつあるものの、越境的実践の役割とその条件を踏まえたガバナンスの共通枠組みに
ついては社会科学における研究のフロンティアのひとつである。 
主な事例としては、日本の災害対応に見るコーディネーターの役割、インドネシア農村ガバナ

ンスにおける文脈依存的な越境性、中国貴州省ミャオ族の文化の継承に見る橋渡し人の役割、中
国の環境汚染問題をめぐるフィールドワークに見る越境的協働実践のダイナミズムを取り上げ、
比較検討を行った。 
 
４．研究成果 
 
個別の事例研究の主な成果の内容については菅野（2021）、小國（2021）、藤田（2021）、大塚

（2021b）に譲るとして、ここでは事例比較研究によって浮かび上がってきたガバナンスを動か



す「越境的実践」の特徴について述べておきたい（大塚 2021a, 4-5）。 
第一に、境界の持つ両義性である。例えば「組織の壁を越える」という場合には、縦割り組織

の弊害が背景にあり、そこで境界は課題解決を妨げるものとして立ちふさがる。かといって、そ
もそも組織と組織の間の境界は、各組織内の情報、資源、秩序を外部から略奪されたり、乱され
たりしないように守るものとして設けられているものであり、簡単に取り払うことはできない。
それゆえに持続可能性課題のような「やっかいな問題」（Batie 2008）を解決するための組織を
越えた協働実践では、コーディネーターという役割が重要となる（菅野 2021）。そこでは一方で
内面化された組織内の規範に従い組織内の資源を活用しつつ、他方で自らが培ってきた社会関
係資本や人的ネットワークを通して他の組織に所属する人びとと協働しながら、それぞれがア
クセスできる資源をあわせて利用することで課題解決につなげていくのである。 
 第二に、境界の持つ多面性とダイナミズムである。アーンストとクロボット＝メイソンによる
先行研究ではバウンダリー・スパニングの「境界」について類型化の試みがなされているものの
（アーンスト・クロボット＝メイソン 2018）1、それらは必ずしも所与のものではないことに留
意したい。例えば、可視化しやすい境界（国境、行政区域、政府部門など）と可視化しにくい境
界（文化、思想など）、変わりにくい「固い」境界（国境、行政区域、政府部門など）と変わり
やすい「やわらかい」境界（技能、心理など）、可変的な（意図的に変えられる）境界（メンバ
ーシップ）と可塑的な（意図せずとも動く）境界（年功、世代、文化など）などの違いが、課題
解決のプロセスにおいて重要な意味を成すことがある。たとえばコロナ・パンデミックへの政府
の対応において、国境や自治体の境界に以前に増して重要な意味や役割が持たされるようにな
っていることは、境界の持つダイナミズムを示すものである。また中国の環境汚染問題のフィー
ルドのように、時々の政治社会的要因によって、当初外部者に開かれていた境界が突然閉ざされ
たり、また時間が経てば開かれたりということが見られる（大塚 2021b）。すなわち越境的実践
にはこうした境界のダイナミズムが持つ偶発性への対処も求められる。 
 第三に、越境的実践の主体とその役割の多様性である。上記の先行研究では、もっぱらリーダ
ーシップを担う人材にフォーカスが当てられているが、越境的実践の担い手は「常民」であって
も不思議ではない。柳田国男の民俗学に触発された鶴見和子は、「定住民としての常民は、漂泊
民とのであいによって覚醒され、活力を賦与される。また他方では、ひごろは定住している常民
が、あるきっかけで、一時的に漂泊することによって、新しい視野がひらけ、活力をとりもどす」
（鶴見 1993, 238）として、都市と農村を行き来する常民たちの「漂泊」と言う越境が地域社会
の活性化に果たす役割を表現した。このような視点は地域づくりにおける「よそ者」論にも引き
継がれている（敷田 2005）。また、Van Meerkerk and Edelenbos（2018）らは、越境的実践を担
う主体―「バウンダリー・スパナー」―についての文献レビューの中で、調停者（fixer）、橋渡
し役（bridger）、仲介者（broker）、革新者（innovator）とその役割を類型化しているが、現実
にはそうした役割は必ずしも排他的なものではなく、同じ人物が複数の役割を果たしながら越
境的実践を行うケースも見られる（小國 2021）。また「橋渡し」の役割がそれぞれの組織や場所
の資源を利用するだけではなく、文化の継承に見られるような「経済的価値」と「文化的価値」
を調整する役割を担うこともある（藤田 2021）。 
 第四に、越境的実践がもたらす再帰的なダイナミズムである。例えば、矢守は防災の現場での
アクションリサーチにおいて、共同実践が進むにつれて、研究する者とされる者の間の立場の
「反転・交替」が起こり、研究者が持ち込んだ実践活動に対象地域の住民が指示通りに従うだけ
でなく、住民自らが活用するなかで逆に研究者に対して実践や研究の意義を問い返すようにな
ることを報告している（矢守 2018:53-55）。ここでは、研究者と地域住民が越境的協働実践を行
うなかで、研究者と地域住民の間の境界が相互反照し、それが協働実践の方法や方向を修正する
ことにつながり、そのことがまた研究者と地域住民を区別する境界の変容につながるというよ
うな再帰的なダイナミズムを見てとれる。たとえば中国の環境汚染問題のフィールドにおいて
も、日本の研究者のアイデアが国境を越えて現地 NGO により現地化され、それを日本の発案者が
現地で学び、そして NGO の実践を日本の関係者に伝えるというようなプロセスが見られる（大塚
2021b）。 
 以上の知見は限られた事例研究が得られた暫定的なものに過ぎない。今後とも、開発課題の現
場で日々行われている多様な越境的協働実践に目を向け、それがどのようなガバナンスにつな
がりうるのかについて、さらなる研究と実践が求められている。 
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